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わらべ館
創立5周年記念イベント

お年寄りを一瞬で笑顔にできる子ども達の存在に心打たれ、

5年前に開園したすずの郷わらべ館。毎日子どもたちの笑顔

と泣き声、賑やかな日々に感謝を込めて、創立記念日の

11月1日移動動物園イベントを開催いたしました。ヤギさん

やリクガメさんに餌をあげ、お話しできるインコさん、抱っ

こできるひよこやパンダマウス、そしてモルモットにもふも

ふのうさぎさん。白ヘビを首に巻いて「きゃー」当日はキッ

チンカ―の焼き芋屋さんもお越しいただき大賑わい♪お昼ご

はんにお子様ランチを皆で美味しくいただきました。
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よく面倒をみていたお孫さんの結婚式、披露宴へ参加された渡辺久子さん。数か月前までは体調の不安や皆さんに迷惑が
かかってしまうから…と心配されておられましたが、式が近づくにつれ「迷惑かけるけど、頼むねー」と笑顔も増えていか
れました。11月20日の当日は新調したスーツでメイクもバッチリ決めて、いざ出発！！到着後、親族控室に久子さんが入る
なり「おばあちゃん、久しぶり～」と沢山の方々に話しかけられ、そのお一人お一人のお名前を覚えておられ「大きくなっ
たねー元気してた？久ぶりやね」とゆっくり握手しながら挨拶をされました。式を終えると披露宴も自ら「行く！」としっ
かりと意思を伝えてくださり、親族席で初めから参加でき、コースのお料理もお祝い箸でいただき、周りの方に手を振った
りと大忙しの久子さん。お色直しの後『大切なおばあちゃん』とご紹介いただき、新郎近くのメイン席でマイクを使って
「皆さん、ありがとう」と御礼を言われました。最後は新郎さんよりおばあちゃんへ感謝のメッセージと花束をいただき、
その時の凛とした久子さんの表情は普段、すずの郷ではみせられない、強さと優しさに満ちていました。帰りの車中では
「疲れたけど、行けてよかった。本当に楽しかった。ありがとう」と喜びに溢れておられました。今回、結婚式へご一緒さ
せて頂くことができ、久子さんのご家族様への愛や、周りの人をどれだけ大切にされて、慕われていたかを感じ胸が熱くな
りました。本当にありがとうございました。 （澤田さおり）

今年も地元の国分小学校の子どもたちとの稲刈りに参加しま
した。鍬を手に手早く稲を刈る石原あや子さんは、小学生の子
どもに「ここはもっとこうやるの」と教えながら、その手は止
まりません。わらべ館の子どもたちも生まれて初めての稲刈り
体験にドキドキ。その光景をニコニコ微笑みながら見つめる今
村ツイ子さん。秋晴れの心地よい日となりました。

国分小学校の
子どもたちと

稲刈り体験

渡辺久子さん
お孫様の結婚式

故郷福島へ娘様と一泊旅行をされた
木村幸子さん 娘様より

すずの郷のスタッフの方とともに念願の帰省が実
現しました。いつもは大きな声でやんちゃな母です
が、当日はこの日が来るのをわかっていたかの様に、
始終笑顔で一泊二日の旅を楽しむ事が出来ました。
お楽しみ♪の駅弁もペロリとたいらげ、お洒落なカ
フェで大好きなタルトをわし摑みして頬張る母。本
当に嬉しそうでした。猪苗代湖の幻想的な表情も車
から見る事が出来、感慨深かったです。旅行中はい
つもより食事に時間をかけて、１つひとつのお料理
を嬉しそうに味わっていました。故郷の空気を吸い、

土地のものを食べ、土地のエネルギーをたくさん頂いて、ますます元気になって帰って来ま
した。名駅でのすずのスタッフさんの素晴らしい連携プレイ！不安だった新幹線の乗り継ぎ
も、駅員の方の誘導で快適に目的地まで到着する事が出来ました。皆さんのおかげで、母が
福島に来る事ができた！本当に夢のようでした。自分の事を周りの人達に理解して貰えない
という悲しい思いを、長年引きずって来た母。人生晩年の今、すずの郷へ入居してからは真

の理解者に恵まれ、日々こころ穏やかな時間を過ごして
います。険しかった顔も優しく穏やかになりました。
今の顔がきっと本当の顔。
今回の体験で、初めから出来ないと諦める事が愚かだと
いう事も学びました。いつも明るく楽しいスタッフの方
から、私も元気をたくさん頂いています。こんな体験は
なかなか出来るものではありません。母のことを思い、
動いてくださった皆さんへ心から感謝申し上げます。
ありがとうございました。 （鈴木修子様）

母の故郷
福島へ

～親子旅～

いつも誰にでも話
しかけてくださる社
交的な石塚ヨツエさ
ん。まだ入居された
ばかりの本若芳子さ
んの元へも自ら車椅
子をこいで行って挨
拶されました。日に
日にご一緒に過ごさ

れる時間が長くなっていかれ、「腕が痛むの」と
いうヨツエさんに優しくさする本若芳子さん。本
若さんは「大丈夫、大丈夫、私がおるからなぁ」
いつまでもいつまでもさすってくださり、それに
「ありがとう、ありがとう」ヨツエさん。お二人
のあたたかい会話とそのお姿に心がほっこりしま
す。すずの郷で出逢って新しいお友達ができ一緒
に喫茶店へお出かけしました。町屋カフェでお抹
茶と和菓子で堪能され仲良しお二人の素敵な時間
となりました。 （祖父江智哉）

仲良しのお二人で
お出かけ


